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教員紹介

准教授 土井 晋平
当科では、消化器診療に広く携わると同時に、専門性の高い内視鏡手技が習
得出来るのが特徴です。

最先端の医療機器を導入し、精緻な検査、高度な技術で、患者様の診断治
療に努めています。
とりわけ膵臓・胆嚢の疾患については、超音波内視鏡（EUS）を用いた診断・治
療に顕著な実績があります。ＥＵＳは技術取得が容易ではないために、限ら
れた施設でしか実施出来ませんが、本院ではEUS観測装置を３台設置し、十
分な技術・経験・知識を培った医師が複数在籍しています。

また、消化管の癌についても設備と技術を充実させており、胃癌検診、大腸
癌の二次検診に力を入れて早期診断に取り組むとともに、内視鏡的粘膜剥
離術（ESD）に専門スタッフを配置し、着実な実績を積み上げています。
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研究
内視鏡手技を主な課題として、国内外の多施設共同臨床研究を多数行っており、
学会参加・発表も積極的に行っています。
臨床研究を進めるうえで必要なノウハウの習得、実績を積むことができます。

診療
内視鏡症例数は年々増加しており、
令和１年度の実績では、EUS関連手技が約８００件、
ERCPが約５００件、ESDは約１５０件にのぼります。
EUS観測装置(EU-ME2)が３台、ショートおよびロングタイプの
シングルバルーン内視鏡、SpyGlassなど、最新設備を豊富に
取り揃えています。
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